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第29回 ポストモダン時代のジャズ
（9月5日　けやきホール）

相倉さん（右）と北中氏

JASRAC講座　ミュージック・ジャンクション ～ワールドミュージック～ 

　世界各地の音楽にスポットをあて、演奏を交えて解説するJASRAC講座。今回は、音楽・映
像評論家の相倉久人さんを講師に迎え、アメリカ合衆国の南部の街・ニューオーリンズで生
まれたジャズの魅力を紹介。講座の模様は、ライブ動画配信サービス「ニコニコ生放送」と
「ユーストリーム」で配信した。

第1部：講義　＜講師＞相倉久人（音楽・映像評論家）
第2部：演奏　＜演奏＞佐藤允彦（ジャズピアニスト／作・編曲家）
＜総合コーディネーター＞北中正和（音楽評論家・東京音楽大学非常勤講師）
＜司会＞ayako（制作プロジェクトHaLo主宰）

J A S R A C 主 催

E V E N T

この講座の模様をホームページでストリーミング配信します
（11月上旬公開予定）。ぜひご覧ください。
URL：http://www.jasrac.or.jp/culture/stream.html

　相倉久人さんは、大学在学
中からジャズ評論を手掛ける
かたわら、「新宿ピットイン」な
どで司会を務めるなど、ジャズ
の現場に深く関わり、現在は
各地でトークショーなど多数
の講演に出演している。第1部
では、ワールドミュージックと
してのジャズについて、その歴史とともに紹介した。
■ジャズ誕生の背景
　はじめに相倉さんは「アフリカから奴隷商人により連
れてこられた黒人たちは、いったんカリブ海で売られ、
その後、反乱を起こさないよう、言葉の通じない種族が
混ぜ合わされ北アメリカに渡った。こうした雑居性がア
メリカ文化を作っており、ジャズの背景ともなっている」
と北アメリカの黒人奴隷のルーツを説明した。
■ジャズの起源
　「ジャズはアメリカの黒人から始まった、とよく言われ
るが、純血の黒人ではなく、黒人と白人の混血（クレオー
ル）が、フランス風の音楽を真似して始めたもの」。その
うえで相倉さんは「演奏者が黒人だ、白人だというので
はなく、『文化として混血であること』を間違えるとジャ
ズの歴史は理解できない」と述べた。
■ワールドミュージックの先駆け
　「日本では戦後の占領政策の一環でジャズが広まり、
日本人としては世界中に羽ばたいている音楽という大き
なイメージをもっているが、ポップスや芸能としてみた場
合、意外に小さい」。アメリカのポップス音楽は、行き詰
まると原点であるカリブに戻り息を吹きかえす図式があ
り、この流れのなかで、黒人音楽の要素が加わり、ジャ
ズがワールドミュージックになっていく。

■ポストモダン時代のジャズとは
　西欧諸国は右肩上がりの成長を遂げてきたが、1970
年代から限界が目に見えてくる。自信を喪失し、既存の
価値観が混乱し始めて生まれた時代風潮が“ポストモダ
ン”。「ジャズの世界も、共通の理解（コンセンサス）がな
くなり、いろいろな価値観が乱立するようになった。あ
わせて、ジャンルを超えて多面的な才能を発揮する奏者
も登場する」。相倉さんは、こうしたポストモダンの象徴
としてアメリカのサックス奏者ジョン・ゾーン氏を挙げる
とともに、日本人では菊地成孔氏や大友良英氏の活動
を紹介した。

　第2部の演奏では、佐藤允彦さんが自身の曲『Solan』
やディジー・ガレスピーの『A Night in Tunisia』などを演
奏し、観客を魅了した。
　佐藤さんはジャズに
ついて「我々ミュージ
シャンにとって、即興
演奏ができることが大
きな条件。作曲やアレ
ンジをするのは、自分
なりのプレイグラウン
ドをつくり自ら楽しむ
ため。年をとってもいっ
ぱい遊びを作って楽し
んでいる」と醍醐味を
語った。

大船渡市立第一中学校の生徒が来会
「音楽職人が創るステージ」での演奏指導等に対し返礼

　9月5日、岩手
県大船渡市立第
一中学校の生徒
6人が修学旅行
の自主研修として
来会した。
　同校の今回の
自主研修は「震災復興支援への感謝と私たちの未来を伝
えよう」をテーマとしており、JASRACへは、6月に開催した
「音楽職人が創るステージ気仙沼・大船渡公演」（8月号に
掲載）に際し、スタジオ・ミュージシャンによる演奏指導で
同校を訪問したこと、および同公演に生徒たちを招待した
ことに対する返礼のため来会したもの。
　生徒からは、大船渡市内や隣接する陸前高田市の現在
の状況のほか、「希望隊」と名付けて仮設住宅の清掃や住
民への合唱披露などのボランティア活動を行っているこ
とが紹介されるとともに、「今後は支援していただいた
方々に恩返しをしていきたい。復興までの歩みを見守って
ほしい」と手作りの大漁旗が贈られた。
　同校の生徒は、JASRACのほか防衛省や復興庁など
19ヵ所を班別に訪問した。

　著作者と音楽出版者との間の著作権契約に
関するトラブルを未然に防ぐことを目的とし
て、2013年4月～6月期（3月22日～6月20日）
に音楽出版者から提出された作品届の内容に
もとづいて作成した通知リストを著作者に送
付して確認していただいたところ、41作品につ
いて、次の理由で音楽出版者との協議が必要
であるとの通知を受けました。
　・契約なし　
　・契約期間等
　・著作者取分

　これらについてJASRACから音楽出版者に
通知し、著作者と音楽出版者との間で協議・調
整が行われた結果、次のとおりとなりました。
　・出版者の作品届の内容で解決
　・契約期間等の変更
　・著作者取分の変更
　・作品届の撤回

※次回の通知リストの発送は10月21日（月）です。
　詳細は巻末の「お知らせ」をご覧ください。

　著作権や関連ビジネスに
精通した人材育成への寄与
を目的とするJASRAC寄附講
座の一つ「著作権侵害をめぐ
る喫緊の課題Ⅴ」が、早稲田
大学大学院法務研究科（法
科大学院）において秋学期
連続公開講座として実施さ
れる。
　同講座は、一般も無料で聴
講が可能。受講の申込みなど
の詳細は、下記ホームページ
をご参照ください。

早稲田大学法科大学院で寄附講座（秋学期）が開講

開催日 テーマ 講師等（敬称略）

10月　5日 ヨーロッパにおける補償金制度の動向

工業製品に関する意匠保護と著作権保護の
相互作用について

音楽配信サービスの現状と実演家の権利に
関する国際的検討

著作権法における手足論 

著作権譲渡と利用許諾関係について 

孤児著作物をめぐる日本の状況
と諸外国の制度の概要（仮題）

知的財産法学
の将来（仮）

孤児著作物をめぐる英国の
状況（仮題）

基調講演２ 「テーマ未定」

パネルディスカッション

駒田泰土（上智大学教授） 、長塚真琴（獨協大学准教授）
司会：上野達弘（早稲田大学法学学術院教授） 

吉田和彦（弁護士）　司会：富岡英次（弁護士）

今村哲也 （明治大学 准教授）

野本  晶（スポティファイジャパン） 、黒田智昭（IT企業法務研究所客
員研究員） 、君塚陽介（IT企業法務研究所客員研究員）
司会：安藤和宏（早稲田大学知的財産拠点形成研究所 客員上級研究員） 

Jonathan Griffiths （ロンドン大学クインメアリ校
上級講師） ※逐次通訳あり

照沼亮介（上智大学法学部教授） 、上野達弘、中崎  尚（弁護士）
司会：駒田泰土

Pamela Samuelson（Professor at Berkeley Law School） 
司会：竹中俊子（ワシントン大学ロースクール教授） ※逐次通訳あり 

基調講演１「A Principled 
Approach to Copyright 
Exceptions and Limitations」

飯田圭（弁護士） 、上村哲史（弁護士）  司会：前田哲男（弁護士）

中山信弘（東京大学名誉教授、明治大学教授）　司会：上野達弘
http://www.rclip.jp/reserv
ation/JASRAC2013.html

13：30

16：45

10月26日
13：30

17：15

11月16日
13：30

17：15

12月　7日
13：30

17：00

司会：今村哲也

飯村敏明（知的財産高等裁判所所長） 、三村量一（弁護士）、
石新智規（弁護士）  司会：竹中俊子・上野達弘

孤児著作物を
めぐる国際的
な動向
‒英国の著作
権法改正から
の示唆（仮題）
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30作品
6作品

3作品
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3作品

作品届通知リストにもとづく協議結果
（2013年4月～6月期受付分）




